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74(3): 343-348, 2020.

原 貴信,江口 晋: 【臓器移植の現状と展望】肝移植. 日本外科学会雑誌 121(2): 169-176, 2020.

砂河由理子,金高賢悟,丸屋安広,米田 晃,伊藤信一郎,江口 晋: 胃全摘後縫合不全治療に難渋したKounis症候群併存

胃癌の1例. 日本臨床外科学会雑誌 81(818): 79-83, 2020.

江口 晋,夏田孔史,曽山明彦,日高匡章,原 貴信,高槻光寿: 本邦でのHIV/HCV重複感染患者の脳死肝移植待機優先度

の変遷と現状. 日本エイズ学会誌 22(223): 182-187, 2020.

望月保志，大庭康司郎，宮田康好，酒井英樹，大野慎一郎，日髙匡章，江口　晋: 複合臓器移植の経験と泌尿器

科医の役割. 西日本泌尿器科 82(3): 350-356, 2020.

山口 峻,小林慎一朗,丸屋安広,金高賢悟,池田貴裕,村上俊介,足立智彦,日高匡章,伊藤信一郎,江口 晋: 腹腔鏡下食道

裂孔ヘルニア修復術により著明な呼吸機能改善を認めた1例. 長崎医学会雑誌 95(2): 154-158, 2020.

砂河由理子,金高賢悟,丸屋安広,米田　晃,伊藤信一郎,江口 晋: 特発性食道破裂に対する治療方針の検討. 長崎医学

会雑誌 95(2): 113-117, 2020.

江口 晋,梅下浩司,大段秀樹: 肝移植症例登録報告. 移植 55(3): 245-260, 2020.

高木　徹,宮崎真一郎,綿引麻那,原　貴信,大菊正人,原田　岳,林　忠毅,田村浩章,金井俊和,西脇由朗: 妊娠30週の妊

婦に発症した急性虫垂炎に対して腹腔鏡下虫垂切除術を施行した1例. 日本腹部救急医学会雑誌 40(2):  2020.

Isagawa Y, Kanetaka K, Kobayashi S, Yoneda A, Oishi M, Tanaka K, Eguchi S: Aesthetic pectoral muscle flap repair for

refractory enterocutaneous fistula after salvage esophagectomy in a female patient. Acta Med. Nagasaki 64: 61-63, 2020. ＊
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江口　晋: 移植医としての再生医療への期待. 移植 55(総会臨時): 226, 2020.

宮明寿光，江口　晋，中尾一彦: 当院の肝移植における内科医の役割. 移植 55(総会臨時): 123, 2020.

濵田隆志，中村アンナ，曽山明彦，堺　裕輔，三好敬之，山口　峻，原　貴信，松島　肇，田中貴之，足立智

彦，日高匡章，伊藤信一郎，金高賢悟，紙谷聡英，中山功一，江口　晋: 細胞のみで構成される管腔構造体を用

いたバイオ人工胆管の作製と移植. 人工臓器 49(2): 188, 2020.

日高匡章,曽山明彦,原 貴信,足立智彦,田中貴之,松島 肇,永川寛徳,三馬 聡,宮明寿光,中尾一彦,江口 晋: 肝細胞癌に

対する肝移植の現状 局所療法の成績とJapan criteriaの妥当性、全肝検索からの検討. 移植 55(総会臨時): 286, 2020.

曽山明彦,望月保志,平尾朋仁,宮崎拓郎,日宇 健,関野元裕,原 貴信,松島　肇,田中貴之,足立智彦,日高匡章,田崎 修,江

口 晋: 臓器提供における施設間連携と施設内連携の重要性. 移植 55(総会臨時): 234, 2020.

曽山明彦,日高匡章,江口 晋: 臓器移植における移植医と行政の連携の重要性. 移植 55(総会臨時): 199, 2020.

濱田隆志,中村アンナ,曽山明彦,宮本大輔,三好敬之,山口峻,原貴信,田中貴之,足立智彦,日高匡章,金高賢悟,紙谷聡

英,中山功一,江口晋: 細胞のみで構成される管腔構造体を用いたバイオ人工胆管の作製と移植. 移植 55(総会臨時):

228, 2020.

井上悠介,岡田怜美,伊藤信一郎,小林和真,日高匡章,金高賢悟,江口 晋: 下部直腸癌手術時のDiverting ileostomyの合

併症頻度とその対策. 日本大腸肛門病学会雑誌 73(9): A151, 2020.

曽山明彦,日高匡章,江口 晋: 消化器外科周術期の栄養療法 肝移植レシピエントにおける術後骨格筋量に関する検

討. 日本消化器病学会雑誌 117(臨増大会): A565, 2020.

金高賢悟，中尾一彦，江口　晋: 十二指腸ESD後遅発性穿孔予防を目的とした細胞シート医療の開発. 日本消化

器病学会雑誌 117(臨増大会): A509, 2020.

曽山明彦，日高匡章，原　貴信，足立智彦，田中貴之，松島　肇，永川寛徳，村上俊介，伊藤信一郎，金高賢

悟，江口　晋: 人工膵臓は第3の人工臓器になれるのか?:普及に向けた現状と将来展望 肝移植周術期血糖管理に

おける人工膵臓の有用性. 人工臓器 49(2): 78, 2020.

曽山明彦，日高匡章，足立智彦，田中貴之，原　貴信，松島　肇，小林和真，伊藤信一郎，金高賢悟，江口

晋: 高齢化社会における 臓器不全治療のあり方 -人工臓器治療・臓器移植・再生医療の連携-. 人工臓器 49(2): 74,

2020.

伊藤信一郎,井上悠介,岡田怜美,山口　峻,村上俊介,足立智彦,小林和真,日高匡章,金高賢悟,江口 晋: 当科における

閉塞性大腸癌に対する治療現況とステント留置の成績. 日本大腸肛門病学会雑誌 73(9): A215, 2020.

岡田怜美,伊藤信一郎,井上悠介,小林和真,日高匡章,江口 晋: 局所進行下部直腸癌に対する術前化学放射線療法の

短期成績. 日本大腸肛門病学会雑誌 73(9): A179, 2020.

江口　晋，江川裕人，江口英利，上平朝子，遠藤知之，玄田拓哉，國土典宏，嶋村　剛，篠田昌宏，高槻光

寿，塚田訓久，中尾一彦，長谷川　潔，八橋　弘，四柳　宏，原　哲也: 血液製剤によるHIV/HCV重複感染患者

の肝移植に関する研究. 厚生労働行政推進調査事業費補助金　エイズ対策研究事業　エイズ対策研究事業の企画

と評価に関する研究　令和元年度総括研究報告書 : 108-111, 2020.

江口　晋: 血液製剤によるHIV/HCV重複感染患者の肝移植に関する研究. 厚生労働科学研究費補助金　エイズ対

策事業　血液製剤によるHIV/HCV重複感染患者の肝移植に関する研究　平成31年／令和元年度　総括・分担研

究報告書 : 1-8, 2020.

江口　晋，高槻光寿: 血液製剤による HIV/HCV 重複感染者の肝細胞癌（HCC）に対する治療結果−全国調査−. 厚

生労働行政推進調査事業費補助金エイズ対策政策研究事業　非加熱血液凝固因子製剤によるHIV感染血友病等患

者の長期療養体制の構築に関する患者参加型研究　令和元年度　総括・分担研究報告書 : 22-26, 2020.

金高賢悟,東 るみ,高島美和,前山美和,江口 晋: 【フレイルな患者に対する消化器外科手術-術前から術後までの包

括的な栄養管理をめざして】痩せてる?太ってる?患者さんの体格は、胃癌術後の経過に影響を及ぼすか?. 臨床栄

養 136(1): 43-51, 2020.
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井上悠介，伊藤信一郎，虎島泰洋，岡田怜美，小林和真，米田　晃，丸屋安広，足立智彦，日高匡章，金高賢

悟，江口　晋: 下部直腸癌に対する治療方針とその予後. 日本外科系連合学会誌 45(5): 568, 2020.

金高賢悟，米田　晃，砂河由理子，丸屋安広，井上悠介，大野慎一郎，田中貴之，原　貴信，釘山統太，足立

智彦，日高匡章，虎島泰洋，伊藤信一郎，江口　晋: 腹腔鏡下スリーブ状胃切除術導入初期でのピットフォール.

日本外科系連合学会誌 45(5): 607, 2020.

伊藤信一郎，井上悠介，虎島泰洋，岡田怜美，小林和真，日高匡章，金高賢悟，江口　晋: 膀胱浸潤を伴う大腸

癌に対する機能温存を目指した治療成績. 日本外科系連合学会誌 45(5): 620, 2020.

大関圭祐,田浦康明,吉田拓哉,山根裕介,小坂太一郎,高槻光寿,江口 晋,永安 武: 当院における小児中心静脈ポート

(CVP)のカテーテル抜去困難の経験. 日本小児科学会雑誌 124(1): 105, 2020.

吉田拓哉,大関圭祐,田浦康明,山根裕介,小坂太一郎,高槻光寿,江口 晋,永安 武: 学童期以上となった気管切開既往患

者の治療経過について. 日本小児科学会雑誌 124(1): 104-105, 2020.

吉田拓哉,大関圭祐,山根裕介,田浦康明,小坂太一郎,江口 晋,永安 武: 六君子湯が嘔吐症とRett症候群の治療に有効

であった1例. 日本小児外科学会雑誌 56(1): 125, 2020.

田浦康明，山根裕介，吉田拓哉，大関圭祐，小坂太一郎，江口　晋，永安　武: 乳幼児肛門周囲膿瘍に対する当

科の治療方針. 日本小児外科学会雑誌 56(1): 119-120, 2020.

田浦康明，山根裕介，吉田拓哉，大関圭祐，小坂太一郎，江口　晋，永安　武: 乳児胃食道逆流症に対する当科

の治療方針. 日本小児外科学会雑誌 56(1): 118-119, 2020.

大関圭祐，山根裕介，吉田拓哉，田浦康明，小坂太一郎，江口　晋，永安　武: 気腹後の観察中に内鼠径輪の陥

凹を認め，de novo 型の外鼠径ヘルニアと診断し advanced LEPC 法を選択した 1 例. 日本小児外科学会雑誌 56(5):

610, 2020.

山根裕介，田浦康明，大関圭祐，吉田拓哉，小坂太一郎，江口　晋，永安　武: 当科の腹腔鏡下胆道拡張症手術

における胆道造影の工夫. 日本小児外科学会雑誌 56(5): 725, 2020.

小坂太一郎，吉田拓哉，山根裕介，田浦康明，永安　武，江口　晋: 精神発達遅滞を伴う，気管内挿管管理中の

小児症例に対する輪状甲状靭帯切開法を用いた気管内吸引ルートの造設. 日本小児外科学会雑誌 56(5): 834, 2020.

田浦康明，山根裕介，吉田拓哉，大関圭祐，小坂太一郎，江口　晋，永安　武: 完全胸膜外 Nuss 法手術におけ

る胸膜外剥離の工夫. 日本小児外科学会雑誌 56(5): 867, 2020.

田中貴之,足立智彦,大野慎一郎,濱田隆志,吉元智子,釘山統太,原 貴信,日高匡章,伊藤信一郎,金高賢悟,江口 晋: 当院

における遠位胆管癌切除後の予後因子に関する検討. 胆道 34(3): 492, 2020.

日高匡章,曽山明彦,原 貴信,松島 肇,田中貴之,永川寛徳,吉元智子,足立智彦,伊藤信一郎,金高賢悟,江口 晋: プロバイ

オティクス・シンバイオティクス臨床応用の実際 生体肝移植におけるシンバイオティクスの有用性と、肝移植

周術期感染症について. 日本外科感染症学会雑誌 17(5): 396, 2020.

江口　晋: 血液製剤によるHIV/HCV重複感染患者の肝移植に関する研究. 日本エイズ学会誌 22(4): 352, 2020.

久芳さやか，山之内孝彰，馬場雅之，畑地登志子，稲益英子，大坪竜太，松本　恵，矢野　洋，永安　武，江

口　晋: 高齢者乳癌における治療法とQOL、QALY及び予後に関する多施設共同観察研究のプロトコール. 日本内

分泌外科学会雑誌 37(増刊号): S154, 2020.

右田一成,原 貴信,濱田隆志,曽山明彦,足立智彦,田中貴之,小林和真,伊藤信一郎,金高賢悟,日高匡章,江口 晋: 重症再

生不良性貧血を伴う肝細胞癌に対して腹腔鏡下肝切除を行った1例. 日本臨床外科学会雑誌 81(増刊): 452, 2020.

原 貴信,曽山明彦,永川寛徳,吉元智子,田中貴之,足立智彦,小林和真,伊藤信一郎,金高賢悟,日高匡章,江口 晋: 高難度

腹腔鏡下肝切除の定型化と工夫 腹腔鏡下S7切除における当科の工夫と成績. 日本臨床外科学会雑誌 81(増刊):

228, 2020.

曽山明彦,日高匡章,原 貴信,足立智彦,田中貴之,永川寛徳,村上俊介,伊藤信一郎,金高賢悟,江口 晋: 肝移植と門脈圧

亢進症-現状と問題点- 生体肝移植における門脈圧亢進症に伴う側副血行路処理. 日本門脈圧亢進症学会雑誌

26(3): 109, 2020.
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山下洋市,中尾陽佑,吉住朋晴,永野浩昭,黒木 保,高見裕子,井手貴雄,太田正之,高槻光寿,七島篤志,石井文規,北原賢

二,相島慎一,馬場秀夫,江口 晋: 混合型肝癌の早期再発因子と早期再発危険群に対する術後補助化学療法の意義 九

州肝臓外科研究会多施設共同研究. 胆道 34(3): 486, 2020.

渡邉航之助,千葉 恒,久芳さやか,山之内孝彰,森田 道,矢野 洋,福島絢子,松本 恵,大坪竜太,金高賢悟,永安 武,江口 晋,

尾崎 誠: アロマターゼ阻害薬による続発性骨粗鬆症の病態解析 HR-pQCTによる骨微細構造解析. 日本骨粗鬆症学

会雑誌 6: 314, 2020.

右田一成,井上悠介,岡田怜美,虎島泰洋,小林和馬,伊藤信一郎,猪熊孝実,足立智彦,日高匡章,金高賢悟,江口 晋: 腹部

CTにてFree airを認めた特発性腸管気腫症の一例. 日本腹部救急医学会雑誌 40(2): 356, 2020.

猪熊孝実,立川温子,上村恵理,泉野浩生,山野修平,田島吾郎,平尾朋仁,野崎義宏,山下和範,岡田怜美,米田 晃,井上悠

介,小坂太一郎,足立智彦,虎島泰洋,日高匡章,伊藤信一郎,金高賢悟,江口 晋,田崎 修: 腹腔鏡手術を行った腸重積の

原因がシイタケと判明した1例. 日本腹部救急医学会雑誌 40(2): 325, 2020.

松村尚美,足立智彦,大野慎一郎,田中貴之,池田貴裕,濱田隆志,釘山統太,夏田孔史,日高匡章,虎島泰洋,伊藤信一郎,金

高賢悟,江口 晋: Doublecortin-like kinase1(Dclk1)は胆管癌の治療ターゲットとなり得る. 日本外科学会定期学術集

会抄録集 : 228, 2020.

金高賢悟,丸屋安広,山口 峻,松本 亮,小林慎一朗,大橋文哉,松村匡記,橋口慶一,日高匡章,虎島泰洋,伊藤信一郎,中尾

一彦,江口 晋: 再生医療の実現-外科医に期待される役割- 出口戦略を見据えた再生医療の実現 細胞シートによる

十二指腸ESD後穿孔予防の開発. 日本外科学会定期学術集会抄録集 : 103, 2020.

井上悠介,日高匡章,猪熊孝実,虎島泰洋,足立智彦,伊藤信一郎,金高賢悟,江口 晋: 我が国のAcute Care Surgeonの将来

像 消化器外科医とAcute care surgery地方大学が目指す道. 日本外科学会定期学術集会抄録集 : 101, 2020.

丸屋安広,金高賢悟,赤澤祐子,小林慎一朗,山口 峻,古賀洋一,砂河由理子,米田 晃,井上悠介,日高匡章,虎島泰洋,小林

和真,伊藤信一郎,山口直之,江口 晋: 口腔粘膜上皮細胞シート移植による食道再生医療後の食道生検組織の遺伝子

損傷応答の検討. 日本外科学会定期学術集会抄録集 : 158, 2020.

古賀洋一,森田 道,久芳さやか,山之内孝彰,山口　倫,足立智彦,日高匡章,虎島泰洋,小林和真,伊藤信一郎,林田直美,

金高賢悟,江口 晋: 非浸潤性乳管癌でのTIL浸潤様式の解析とhealing機序の検討. 日本外科学会定期学術集会抄録

集 : 150, 2020.

濱田隆志,中村アンナ,曽山明彦,堺 裕輔,三好敬之,山口 峻,日高匡章,夏田孔史,釘山統太,田中貴之,大野慎一郎,足立

智彦,紙谷聡英,中山功一,江口 晋: 細胞のみで構成される管腔構造体を用いたバイオ人工胆管の作製. 日本外科学

会定期学術集会抄録集 : 149, 2020.

岡田怜美,大野慎一郎,足立智彦,田中貴之,日高匡章,夏田孔史,釘山統太,濱田隆志,金高賢悟,江口 晋: 切除可能境界

膵癌に対する術前化学療法における薬剤性間質性肺炎の検討. 日本外科学会定期学術集会抄録集 : 133, 2020.

山口 峻,丸屋安広,砂河由理子,米田 晃,金高賢悟,日高匡章,虎島泰洋,伊藤信一郎,小林和真,堺 裕輔,小林慎一朗,大橋

文哉,松村匡記,江口 晋: 筋芽細胞シートを用いた腹腔鏡デリバリーデバイスの開発. 日本外科学会定期学術集会抄

録集 : 130, 2020.

猪熊孝実,立川温子,上村恵理,泉野浩生,山野修平,田島吾郎,平尾朋仁,野崎義宏,山下和範,米田 晃,井上悠介,大野慎

一郎,小坂太一郎,足立智彦,虎島泰洋,日高匡章,伊藤信一郎,金高賢悟,江口 晋,田崎 修: 外科医は多数傷病者に対応

できる能力を習得すべきである. 日本外科学会定期学術集会抄録集 : 213, 2020.

吉元智子,夏田孔史,日高匡章,高槻光寿,江口 晋,血液製剤によるHIV/HCV重複感染患者の肝移植に関する研究班:

本邦における血友病患者での肝胆膵外科手術の一次調査成績. 日本外科学会定期学術集会抄録集 : 198, 2020.

右田一成,日高匡章,濱田隆志,夏田孔史,釘山統太,田中貴之,大野慎一郎,足立智彦,三好敬之,村上俊介,金高賢悟,江口

晋: 肝移植術後、術後出血に対し緊急止血術を行った症例の検討. 日本外科学会定期学術集会抄録集 : 198, 2020.

村上俊介,夏田孔史,池田貴裕,三好敬之,濱田隆志,釘山統太,田中貴之,大野慎一郎,足立智彦,日高匡章,虎島泰洋,小林

和真,伊藤信一郎,金高賢悟,江口 晋: 腹腔鏡下肝切除における臍上下切開と恥骨上切開での術後疼痛の比較. 日本

外科学会定期学術集会抄録集 : 197, 2020.

伊藤信一郎,井上悠介,虎島泰洋,岡田怜美,山口 峻,米田 晃,足立智彦,日高匡章,小林和真,金高賢悟,江口 晋: 同時性肝

転移を伴う大腸癌に対する集学的治療. 日本外科学会定期学術集会抄録集 : 187, 2020.

田中貴之,足立智彦,大野慎一郎,池田貴裕,村上俊介,松村尚美,三好敬之,濱田隆志,釘山統太,夏田孔史,日高匡章,虎島

泰洋,小林和真,伊藤信一郎,金高賢悟,江口 晋: 当院における膵切除後出血症例の検討. 日本外科学会定期学術集会

抄録集 : 230, 2020.
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佐々木龍，福島真典，原口雅史，三馬　聡，宮明寿光，日高匡章，江口　晋，松尾　諭，松崎寿久，釘山有

希，八橋　弘，大場一生，本吉康英，重野賢也，柴田英貴，山西幹夫，岩津伸一，加藤有史，木下　昇，中尾

一彦: 肝がん治療の最前線 多剤逐次療法を見据えた切除不能進行肝癌に対する薬物療法の予後因子. 日本消化器

病学会九州支部例会プログラム・抄録集 : 81, 2020.

西迫広貴，原　貴信，釘山統太，濱田隆志，田中貴之，大野慎一郎，足立智彦，小林和真，伊藤信一郎，金高

賢悟，江口　晋: 肝細胞癌と結腸癌肝転移の同時性重複癌の1例. 日本消化器病学会九州支部例会プログラム・抄

録集 : 151, 2020.

足立智彦,田中貴之,松島 肇,池田貴裕,永川寛徳,原 貴信,曽山明彦,日高匡章,江口 晋: 膵・胆管合流異常-基礎研究の

重要性を再考する 膵胆管合流異常において膵内への胆汁逆流は膵管内発癌に関与する ハムスター合流異常モデ

ルを用いた検討. 日本膵・胆管合流異常研究会プロシーディングス 43: 46, 2020. ★

日高匡章，原　貴信，釘山統太，濱田隆志，足立智彦，大野慎一郎，田中貴之，伊藤信一郎，金高賢悟，江口

晋: 肝細胞癌に対する術前TACEの限界、分子標的治療薬の可能性. 第75回日本消化器外科学会総会プログラム :

150, 2020.

原　貴信，釘山統太，濵田隆志，日高匡章，足立智彦，大野慎一郎，田中貴之，伊藤信一郎，金高賢悟，江口

晋: ICU管理を要した肝不全症例に対する生体肝移植の短期予後とリスク因子の検討. 第75回日本消化器外科学会

総会プログラム : 145, 2020.

濵田隆志，原　貴信，釘山統太，日高匡章，足立智彦，大野慎一郎，田中貴之，伊藤信一郎，金高賢悟，江口

晋: 生体肝移植における門脈圧亢進症に伴う側副血行路処理. 第75回日本消化器外科学会総会プログラム : 145,

2020.

田中貴之，足立智彦，大野慎一郎，濱田隆志，釘山統太，原　貴信，日高匡章，伊藤信一郎，金高賢悟，江口

晋: 肝内胆管癌における神経微小環境の影響とそのメカニズム. 第75回日本消化器外科学会総会プログラム : 144,

2020.

岡田怜美，井上悠介，伊藤信一郎，虎島泰洋，小林和真，足立智彦，日高匡章，金高賢悟，江口　晋: 高齢者大

腸癌に対する手術成績の検討. 第75回日本消化器外科学会総会プログラム : 142, 2020.

砂河由理子，金高賢悟，丸屋安広，米田　晃，足立智彦，日高匡章，虎島泰洋，伊藤信一郎，江口　晋: 胃癌

CY1症例の胃切除の功罪. 第75回日本消化器外科学会総会プログラム : 100, 2020.

大野慎一郎，足立智彦，田中貴之，日高匡章，原　貴信，釘山統太，濱田隆志，吉元智子，金高賢悟，江口

晋: 当科におけるBR-A膵癌に対する術前化学療法の検討. 第75回日本消化器外科学会総会プログラム : 66, 2020.

Adachi T, Ono S, Tanaka T, Hamada T, Kugiyama T, Hara T, Hidaka M, Ito S, Kanetaka K, Eguchi S: Current status, tips

and outcom in Laparoscopic pancreaticoduodenectomy in our institute. 第75回日本消化器外科学会総会プログラム : 50,

2020.

小坂太一郎,足立智彦,井上悠介,伊藤信一郎,金高賢悟,江口 晋: AI搭載ロボット型手術支援システムの開発と今後

の展望 医工連携としてAIに携わる外科医としての立場から. 日本外科学会定期学術集会抄録集 : 66, 2020.

迎 祐太,松田 剛,中西裕美,光成健輔,松尾朋博,大庭康司郎,望月保志,北村峰昭,大野慎一郎,川浪幸子,宮田康好,西野

友哉,江口 晋,酒井英樹: 膵腎同時移植後に発症したアデノウイルス出血性膀胱炎の1例. 第53回日本臨床腎移植学

会プログラム・抄録集 : 213, 2020.

川口雄太，原　貴信，濱田隆志，釘山統太，日高匡章，吉元智子，田中貴之，大野慎一郎，足立智彦，虎島泰

洋，小林和真，伊藤信一郎，金高賢悟，江口　晋: 術前診断に難渋した晩期卵巣癌腹膜播種の1例. 日本消化器病

学会九州支部例会プログラム・抄録集 : 129, 2020.

曽山明彦,日高匡章,原 貴信,釘山統太,足立智彦,大野慎一郎,田中貴之,虎島泰洋,小林和真,伊藤信一郎,金高賢悟,江

口 晋: 我が国における脳死移植の課題と将来 脳死移植における課題解決のためのアカデミアの役割と分野横断

的連携の重要性. 日本外科学会定期学術集会抄録集 : 93, 2020.

足立智彦,大野慎一郎,田中貴之,濱田隆志,釘山統太,夏田孔史,日高匡章,小林和真,伊藤信一郎,金高賢悟,江口 晋: 腹

腔鏡下・ロボット支援肝胆膵外科手術の可能性と限界【Video】当科における腹腔鏡下膵頭十二指腸切除74例の

手術成績. 日本外科学会定期学術集会抄録集 : 84, 2020.

日高匡章,夏田孔史,曽山明彦,原 貴信,釘山統太,田中貴之,三好敬之,村上俊介,大野慎一郎,足立智彦,金高賢悟,江口

晋: 我が国の肝移植医療の実力と未来【International】生体肝移植における術前ICU管理を要した高MELDレシピ

エントの予後(Outcome of recipients with high MELD score and ICU stay in living donor liver transplantation). 日本外科

学会定期学術集会抄録集 : 82, 2020.
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山口　峻，丸屋安広，小林慎一朗，池田貴裕，松隈国仁，足立智彦，小林和真，日高匡章，伊藤信一郎，橋口

慶一，中尾一彦，大橋文哉，松村匡紀，小坂太一郎，江口　晋，金高賢悟: 胃・十二指腸腫瘍に対する低侵襲治

療の現状と治療戦略 十二指腸ESD後の遅発性穿孔予防を目的としたブタ筋芽細胞シート腹腔鏡下デリバリーデ

バイスの開発. 日本消化器病学会九州支部例会プログラム・抄録集 : 78, 2020.

小林慎一朗，金高賢悟，小林和真，丸屋安広，山口　峻，江口　晋: 胃管食道吻合部の内視鏡的粘膜評価と吻合

部関連合併症の発生について. 日本消化器病学会九州支部例会プログラム・抄録集 : 101, 2020.

佐々木龍，福島真典，原口雅史，三馬　聡，宮明寿光，日高匡章，江口　晋，松尾　諭，松崎寿久，釘山有

希，八橋　弘，大場一生，本吉康英，重野賢也，柴田英貴，山西幹夫，岩津伸一，加藤有史，木下　昇，中尾

一彦: 肝細胞癌に対する最新の治療戦略?内科・外科の立場から? 切除不能進行肝癌に対するLenvatinibの有効

性・安全性と年齢との関連. 日本消化器病学会九州支部例会プログラム・抄録集 : 71, 2020.

曽山明彦，中尾一彦，江口　晋: 肝移植医療における内科・外科のシームレスな連携の重要性. 肝臓 61(臨時増刊

号): A123, 2020.

宮明寿光，三馬　聡，原口雅史，佐々木龍，福島真典，日髙匡章，江口　晋，中尾一彦: 生体肝移植ドナーの肝

移植後の脂肪肝発生とそのリスク因子. 肝臓 61(臨時増刊号): A416, 2020.

小林和真，砂河由理子，米田　晃，丸屋安広，久芳さやか，森田　道，小坂太一郎，井上悠介，虎島泰洋，伊

藤信一郎，金高賢悟，江口　晋: 食道癌に対するNACとしてのDCF（DOC+CDDP+5FU）療法. 第53回制癌剤適応

研究会プログラム・抄録集 : 75, 2020.

小林和真，砂河由理子，井上悠介，岡田怜美，久芳さやか，森田　道，小坂太一郎，足立智彦，虎島泰洋，伊

藤信一郎，金高賢悟，江口　晋: 切除不能・進行再発大腸癌化学療法においてconversionに最適のレジメンは何

か？. 第54回制癌剤適応研究会プログラム・抄録集 : 84, 2020.

米田　晃，金高賢悟，砂河由理子，丸屋安広，井上悠介，虎島泰洋，足立智彦，小林和真，伊藤信一郎，江口

晋: 病的肥満に対する腹腔鏡下スリーブ状胃切除術の減量効果と糖尿病改善効果における予測因子に関しての検

討. 第75回日本消化器外科学会総会プログラム : 69, 2020.

曽山明彦，江口　晋，河地茂行，大段秀樹，江川裕人: 脳死肝移植増加に対応するための肝移植外科医の連携と

教育の重要性. 第75回日本消化器外科学会総会プログラム : 74, 2020.

丸屋安広，金高賢悟，橋口慶一，日高重和，山口　峻，松本　亮，砂河由理子，米田　晃，伊藤信一郎，江口

晋: 当院における表在性非乳頭部十二指腸腫瘍の検討. 第75回日本消化器外科学会総会プログラム : 94, 2020.

井上悠介，伊藤信一郎，虎島泰洋，岡田怜美，砂河由理子，丸屋安広，米田　晃，小林和真，金高賢悟，江口

晋: Ta -TME導入準備と初期導入結果の検討. 第75回日本消化器外科学会総会プログラム : 116, 2020.

伊藤信一郎，井上悠介，虎島泰洋，岡田怜美，砂河由理子，米田　晃，小林和真，金高賢悟，江口　晋: 他臓器

浸潤を伴う左側結腸癌に対する腹腔鏡手術における多方向アプローチ. 第75回日本消化器外科学会総会プログラ

ム : 122, 2020.

吉元智子，濱　直樹，太田正之，野見武男，尾上俊介，福本　巧，相原　司，鈴村和大，谷　眞至，江口　晋:

血友病患者に対する肝切除術の傾向と術前肝予備能評価におけるALBI・ALICEの有用性に関する検討. 第75回日

本消化器外科学会総会プログラム : 146, 2020.

中尾陽佑，山下洋市，相島慎一，吉住朋晴，永野浩昭，黒木　保，高見裕子，井出貴雄，馬場秀夫，江口　晋:

混合型肝癌に関する九州肝臓外科研究会多施設共同研究. 第75回日本消化器外科学会総会プログラム : 152, 2020.

右田一成，原　貴信，江口　晋: 下大静脈平滑筋肉腫に対し血管合併切除を行った3例. 第75回日本消化器外科学

会総会プログラム : 185, 2020.

佐藤彩香，曽山明彦，原　貴信，村上俊介，足立智彦，田中貴之，松島　肇，永川寛徳，伊藤信一郎，日高匡

章，金高賢悟，江口　晋: 魚骨の胃穿孔による腹腔内膿瘍・肝膿瘍の1例. 日本消化器病学会九州支部例会プログ

ラム・抄録集 : 140, 2020.

井上悠介，岡田怜美，伊藤信一郎，足立智彦，小林和真，日高匡章，金高賢悟，江口　晋: 直腸癌に対する低侵

襲治療の最前線 直腸癌に対する術前治療と手術. 日本消化器病学会九州支部例会プログラム・抄録集 : 84, 2020.
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矢野　洋，松本　恵，大坪竜太，久芳さやか，森田　道，福嶋絢子，駒木倫比古，江口　晋，永安　武: 高齢乳

癌患者に対する初期ホルモン療法の検討. 第28回日本乳癌学会学術総会ポケットプログラム : 323, 2020.

久芳さやか，山之内孝彰，及川将弘，畑地登志子，森内博紀，森田　道，大坪竜太，松本　恵，矢野　洋，柴

田健一郎，前田茂人，谷口英樹，永安　武，江口　晋: 乳癌薬物療法選択におけるChemoCalcの有効性を検討す

る多施設共同ランダム化比較試験. 第28回日本乳癌学会学術総会ポケットプログラム : 540, 2020.

大坪竜太，矢野　洋，松本　恵，田中　彩，森田　道，久芳さやか，林　洋子，江口　晋，永安　武: Semi-dry

dot-blost(SDB)法を応用した新規乳癌リンパ節転移診断キットと自動解析機に関する前方視的研究. 第22回SNNS

研究会学術集会プログラム・抄録集 : 16, 2020.

佐々木龍，福島真典，原口雅史，三馬　聡，宮明寿光，日高匡章，江口　晋，松崎寿久，釘山有希，八橋

弘，大場一生，本吉康英，重野賢也，柴田英貴，山西幹夫，岩津伸一，加藤有史，木下　昇，中尾一彦: 切除不

能進行肝癌に対する多剤逐次療法の治療成績. 第22回日本肝がん分子標的治療研究会プログラム・抄録集 : 101,

2020.

米田　晃，金高賢悟，砂河由理子，丸屋安広，井上悠介、虎島泰洋，小林和真，伊藤信一郎，江口　晋，福岡

順也: 当科における食道類基底細胞癌切除例の臨床病理組織学的検討. 第74回日本食道学会学術集会プログラ

ム・抄録集 : 275, 2020.

田中貴之，足立智彦，吉元智子，永川寛徳，原　貴信，曽山明彦，伊藤信一郎，日髙匡章，金高賢悟，江口

晋: 当院における残膵全摘症例の検討. 第47回日本膵切研究会プログラム・抄録集 : 83, 2020.

足立智彦，田中貴之，吉元智子，永川寛徳，原　貴信，曽山明彦，伊藤信一郎，日高匡章，金高賢悟，江口

晋: 当科LPDにおける手術手技. 第47回日本膵切研究会プログラム・抄録集 : 37, 2020.

伊藤信一郎，井上悠介，岡田怜美，山口　峻，村上俊介，足立智彦，小林和真，日高匡章，金高賢悟，江口

晋: 右側結腸癌における中結腸動静脈に対する、膵前筋膜を意識した頭側先行アプローチ. 第45回日本大腸肛門

病学会九州地方会プログラム・抄録集 : 41, 2020.

三好敬之，山口　泉，田中史朗，進　誠也，岡田和也，岸川博紀，伊藤信一郎，江口　晋: 腹腔鏡下S状結腸切

除術の一例. 第45回日本大腸肛門病学会九州地方会プログラム・抄録集 : 39, 2020.

井上悠介，岡田怜美，伊藤信一郎，小林和真，足立智彦，日高匡章，金高賢悟，江口　晋: イレオストミーの問

題点とその対策. 第36回九州ストーマリハビリテーション研究会 : 53, 2020.

足立智彦，田中貴之，松島　肇，永川寛徳，原　貴信，曽山明彦，日高匡章，伊藤信一郎，金高賢悟，江口

晋: 当科での膵癌に対する腹腔鏡下膵体尾部切除の手技と成績. 第30回九州内視鏡・ロボット外科手術研究会 :

40, 2020.

山口　峻，丸屋安広，小林慎一朗，金高賢悟，盛永明啓，山本郁夫，堺　裕輔，足立智彦，日高匡章，伊藤信

一郎，江口　晋: 再生医療低侵襲化のための鏡視下デリバリーデバイスの開発. 第30回九州内視鏡・ロボット外

科手術研究会 : 72, 2020.

福嶋絢子，久芳さやか，森田　道，大坪竜太，松本　恵，山之内孝彰，矢野　洋，江口　晋，永安　武: 乳癌術

後補助内分泌療法における続発性骨粗鬆症の病態研究. 第28回日本乳癌学会学術総会ポケットプログラム : 171,

2020.

森田　道，古賀洋一，久芳さやか，山之内孝彰，山口　倫，江口　晋: DCISにおける自然治癒過程と抗原提示細

胞としての樹状細胞、細胞傷害性T細胞の発現の関連. 第28回日本乳癌学会学術総会ポケットプログラム : 225,

2020.

小坂太一郎，藤田拓郎，吉田拓哉，山根裕介，田浦康明，永安　武，江口　晋: ループストーマを利用した直腸

肛門吻合不全治癒後の排便トレーニング. 第34回日本小児ストーマ・排泄・創傷管理研究会抄録集 : 37, 2020.

小坂太一郎，右田一成，川口雄太，吉田拓哉，山根裕介，田浦康明，永安　武，江口　晋: 中心静脈カテーテル

関連感染症を繰り返し、全身管理に難渋しているHirschsprung病類縁疾患の1例. 第32回日本腸管リハビリテー

ション・小腸移植研究会プログラム・抄録集 : 32, 2020.

小林和真，砂河由理子，井上悠介，岡田怜美，久芳さやか，森田　道，小坂太一郎，足立智彦，虎島泰洋，伊

藤信一郎，金高賢悟，江口　晋: 切除不能・進行再発大腸癌化学療法においてchemoholidayは作れるか？. 第55回

制癌剤適応研究会プログラム・抄録集 : 85, 2020.
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　論文研究業績集計表 

論文総数に係る教員生産係数

江口　晋: 「各分野のガイドラインを紐解く」によせて. 日本外科学会雑誌 121(2): 241, 2020.

花田匡利，日髙匡章，曽山明彦，原　貴信，釘山統太，濱田隆志，及川真人，名倉弘樹，高畠英昭，江口

晋，神津　玲: 生体肝移植術後患者における身体運動機能と理学療法について. 第38回日本肝移植学会学術集会

プログラム・抄録集 : 57, 2020.

原　貴信，日髙匡章，釘山統太，濱田隆志，三好敬之，村上俊介，田中貴之，大野慎一郎，足立智彦，江口

晋: 当院における生体ドナー合併症の現状. 第38回日本肝移植学会学術集会プログラム・抄録集 : 60, 2020.

曽山明彦，原　貴信，日髙匡章，江口　晋: これからの10年に向けて、今移植医が取り組むべきこと. 第38回日

本肝移植学会学術集会プログラム・抄録集 : 73, 2020.

辻　あゆみ，川浪幸子，日髙匡章，曽山明彦，原　貴信，足立智彦，田中貴之，江口　晋: 当院における移植

コーディネーター育成の現状と課題. 第38回日本肝移植学会学術集会プログラム・抄録集 : 83, 2020.

濵田隆志、日髙匡章、原　貴信、釘山統太、川口雄太、村上俊介、吉元智子、田中貴之、大野慎一郎、足立智

彦、曽山明彦、石丸英樹、江口　晋: 長崎大学における肝移植術後門脈合併症に対するIVR (Interventional

radiology). 第38回日本肝移植学会学術集会プログラム・抄録集 : 91, 2020.

村上俊介，原　貴信，池田貴裕，三好敬之，濱田隆志，釘山統太，田中貴之，大野慎一郎，足立智彦，日髙匡

章，江口　晋: 当科における生体肝移植ドナーの併存疾患と適応基準について. 第38回日本肝移植学会学術集会

プログラム・抄録集 : 97, 2020.

釘山統太，原　貴信，濱田隆志，田中貴之，大野慎一郎，足立智彦，江口　晋: PSCに対する生体肝移植後グラ

フト不全に対し、脳死肝移植を行うも救命し得なかったBiliary cast syndromeの1例. 第38回日本肝移植学会学術集

会プログラム・抄録集 : 112, 2020.

成田翔平，福島真典，佐々木龍，原口雅史，三馬　聡，宮明寿光，二口　充，奥平定之，江口　晋，中尾一彦:

肝移植後プロトコール肝生検の有用性の解析. 第38回日本肝移植学会学術集会プログラム・抄録集 : 124, 2020.

宮明寿光，三馬　聡，原口雅史，佐々木龍，福島真典，市川辰樹，原　貴信，日髙匡章，江口　晋，中尾一彦:

75gブドウ糖不可試験による肝移植前後の糖代謝異常の変化. 第38回日本肝移植学会学術集会プログラム・抄録

集 : 133, 2020.

小林慎一朗，谷口　堅，藤岡正樹，金高賢悟，永田康浩，福井季代子，米田　晃，前田茂人，黒木　保，江口

晋: 胃管食道吻合部の術後粘膜評価と胃管静脈吻合付加の意義. 第74回日本食道学会学術集会プログラム・抄録

集 : 313, 2020.

Hidaka M, Hara T, Adachi T, Ono S, Kugiyama T, Hamada T, Tanaka T, Yoshimoto T, Murakami S, Huang Y, Soyama A,

Kanetaka K, Eguchi S: What is less invasive surgery for living donor?. 第38回日本肝移植学会学術集会プログラム・抄

録集 : 42, 2020.

福島真典，成田翔平，中村　裕，佐々木龍，原口雅史，三馬　聡，宮明寿光，日髙匡章，江口　晋，中尾一彦:

成因不明非代償性肝硬変に対する肝移植後は高率にNASHを発症する. 第38回日本肝移植学会学術集会プログラ

ム・抄録集 : 135, 2020.

釘山統太，永川寛徳，原　貴信，松島　肇，田中貴之，足立智彦，曽山明彦，日髙匡章，江口　晋: PSCに対す

る生体肝移植後グラフト不全に対し、脳死肝移植を行うもびまん性肝内胆管狭窄を発症し胆汁うっ滞性肝不全

に至った1例. 第38回日本肝移植学会学術集会プログラム・抄録集 : 139, 2020.

江口　晋: 日本外科学会第96回卒後教育セミナー（令和元年度秋季）

「知っておくべきサブスペシャルティ領域別トレーニングプログラム」によせて. 日本外科学会雑誌 121(4): 469,

2020.

江口　晋: 伯父の手術器具. 長崎県医師会報 (898): 38, 2020.
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Impact Factor 値一覧

2020

Impact Factor 教員当たりのImpact Factor 論文当たりのImpact Factor

135.284

教員生産係数

論文総数 （欧文論文） 欧文論文総数

2020

7.120 2.706

欧文論文総数 教員生産係数 SCI 掲載論文数

（SCI 掲載論文）

0.283 2.947 0.893 2.632


